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  だ円
2

2
2: 1 ( 1)xC y a

a
+ = ≧  が与えられている。 

 (1) Cの外部の点 ( , )P X Y からCへの 2接線が直交するようにPを動かす。Pの軌跡を求めよ。 

(2) Sを(1)で求めたPの軌跡とする。 S とCで囲まれた部分を直線 2x a= を軸として回転してでき

る回転体の体積を求めよ。 

 

(1) ( , )P X Y を通る傾きmの直線の方程式は ( )y m x X Y= − +  とおける。 

だ円Cの式と連立して 
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 直線とだ円は接していることからこの xの 2次方程式の判別式について 
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 mについて整理して  
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このmについての 2次方程式の 2解を 1 2,m m とおくと 

解と係数の関係，および 2接線が直交することから 
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2 2( 0)a X− ≠  

 したがって，
2 2 2 1X Y a+ = +  を得る。ここで， 2 2X a= であるときの 

( , ) ( , 1), ( , 1), ( , 1), ( , 1)X Y a a a a= − − − −  についても題意は満たされるが， 

これらはすべて 2 2 2 1X Y a+ = +  上の点である。 

したがって求める軌跡は，円
2 2 2 1X Y a+ = +  

 

 



(2) 求める体積をV とする。 
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 ここで，
2

2

1 2 2

1
1

a

a
a y dy

+

− +
+ −∫ は半径
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−∫ は長軸の長さが2a，短軸の長さが2のだ円の面積の半分なので 
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